
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 国分北海道株式会社人事総務部長 萩庭 寿人 氏 
・企業側の視点から、専門高校と連携に至ったきっかけ 
・マイスター・ハイスクール事業における静内農業高校で 

の取組について 
・水産高校との商品開発や農業高校との連携事業などの 

実践事例について 
・高校との関わりが企業側にどのような効果をもたらすの 

か、また、社会を幸福にする好循環をいかにして創るのか 
について 

 ・取組の背景にある自社の理念や、北海道の産業全体を元 
気にしたいという地域産業活性化に向けた思いについて 

発表②「専門高校との連携が企業にもたらす効果について」 

  

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」 

令和６年度から２か年で実施する文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」

の取組や、各校の好事例、専門高校と産業界との持続可能な連携につながる情報を提供します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 
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12 月 18 日 

 

静内農業高校 三浦さん 

札幌工業高校 飯島さん 

国分北海道株式会社 萩庭氏による発表 

『産学連携シンポジウム』を開催しました 
 

  

発表①「産業界と連携した学びで私が得たもの」 

旭川商業高校 佐藤さん 

〇 旭川商業高校 流通ビジネス科３年 佐藤  藍 さん 
 ・ノーステック財団や地元企業の支援を得て、旭川農業 

高校と取り組んだ「Project A」での学習について 
・産業界と連携した学習を通して、商品開発や物流につ 

いてなど、日常の授業だけでは学習することができな 
い多くの学びがあったことについて 

 ・長期間に渡る産学連携が、多くの充実した学びにつな 
がったことや、異校種間連携による６次産業化の学び 
の重要性について 

〇 静内農業高校 生産科学科３年 三浦 聖晴 さん  
・中央競馬会・高専と連携して取り組んだ馬の裂蹄治療 

についての学習や、軽種馬牧場におけるデュアルシス 
テム(注)による実践的な学習について 

・産業界と連携した実践的な学びを通して「地元の牧場 
へ就職したい」という進路目標が生まれたことについて 

・「専門高校の学びは地域の関係機関や産業界との連携 
が重要である」との実体験を踏まえた意見 

  
(注)デュアルシステムについては下記 URL 内、令和５年度版リーフレット 

(道教委作成)参照 
   https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/career.html 

 

  
〇 札幌工業高校 土木科３年 飯島 道大 さん 
 ・企業の協力による新幹線のトンネル工事現場の視察研 

修や、先端技術に関わる実技講座など、３年間の系統 
的な専門性の高い学習について 

・地域の広場の整備に関わる産業界と連携したプロジェ 
クト学習（通路の整備、ベンチの製作）などの実践的 
な学習について 

・学習を通して、将来は、「国や地域に貢献する技術者に 
なりたい」という目標を持つようになった理由について 

 
 

「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」における取組が、専門高校と産業界の持続可能な連携に資するよう、
事業の内容や連携の意義等について情報を共有することを目的として、11 月 18 日(月)に『産学連携シンポジウム』
を開催しました。企業・学校関係者など、会場参集・オンライン参加を合わせて 137 名に参加いただき、持続可能
な産学連携の在り方及び今後の北海道における職業人材育成について考える機会となりました。今回は、発表いた
だいた主な内容や、パネルディスカッションにおいて発言された意見等について紹介します。 

 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/career.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会を務めた月館コーディネーター 

パネルディスカッション中の会場の様子 

 

パネルディスカッション「専門高校と産業界のサステナブルな連携の在り方について」 
 

【司 会】 
・北海道教育庁学校教育局高校教育課 

産学連携コーディネーター 月館 海斗 
【パネリスト】 
・静内農業高校生産科学科３年   三浦 聖晴 さん 

 ・札幌工業高校土木科３年     飯島 道大 さん 
 ・旭川商業高校流通ビジネス科３年 佐藤  藍 さん 
 ・国分北海道（株）人事総務部長  萩庭  寿人  氏 
  ・北海道経済連合会常務理事    百瀬 康弘  氏 
  ・（株）砂子組企画営業部部長    真坂 紀至  氏 
 ・国分北海道（株）道央支社道央支店 

営業業務担当  髙橋 柚珠乃 氏 
（R5 年度静内農業高校卒業） 

参加者アンケート 
 

司会の月館コーディネーターと三浦さん 左から飯島さん、佐藤さん、国分北海道 髙橋氏 活発な意見交換の様子 

○ 産学連携コーディネーター 月館 海斗 
・自社の採用のためだけではない、産業界全体の活性化に向けた人材育 

成の取組に感謝する。 
・専門高校と産業界の長期的なつながりが人材育成に重要である。 
・生徒から、「チャレンジできる環境が欲しい」という要望は、産業界 

にとっても、今後につながる気付きとなった。 
・教育委員会としても地域、業界を越えたコンソーシアムづくりをする 

ことで、学校と産業界がフラットな関係で共創する関係、企業と学校 
が社会を一緒に創っていく関係を構築していけるよう取り組みたい。 

 

まとめ 

左から国分北海道 萩庭氏、道経連 百瀬氏、砂子組 真坂氏 

よく分かった 
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概ね分かった 
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御参加いただきました皆様、本当にありがとうございました！ 

○ 本事業の概要が 

分かりましたか。 
○ シンポジウムの満足度
は何％でしたか。 
 

○ シンポジウムに参加し、実践 
してみたいと考えた内容 

 

・あらためて学科間連携や職業学 
科同士の学校連携を積極的に行 
っていきたいと感じた。（学校関係者） 

 
・業界全体で産学連携に取り組む 

必要性を感じた。（企業関係者） 
  

・生徒が「自分の興味を深掘りする 
大切さ、楽しさを感じているが、 
一方で知らない分野を知ることの 
大切さも感じた」という一言が印 
象的だった。生徒がいろいろな仕 
事について知ることができる場所 
も必要だと感じた。（その他） 

○ 参加した感想 
 
 
・高校生の発表レベル、活動の 

レベルの高さに驚かされた。 
      （企業関係者） 

 
・人口減少の中、「企業ととも 

に」という考え方を、企業側 
から聞くことができ、心強く 
感じた。（教育委員会担当者） 

 
・生徒と大人がフラットに意見 

を言い合って、みんなで未来 
を考える、素敵な場であると 
感じた。（その他） 

など 

７名をパネリストに迎え、産学連携コーディネータ
ーによる司会の下、意見交換を行いました。 

主な発言内容は次のとおりです。 
＜産業界＞ 

・産業界全体を考えて、人材育成につながる産学連 
携をするべき 

・行政、学校、企業の役割分担をして ONE-TEAM で取 
り組むことが重要 など 

＜高校生＞ 
・早いうちから産業界について知る機会が欲しい 
・企業の方と初対面では質問もしづらいので、長期 

的な関わりの機会が欲しい など 
 
  
 


